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新任教員としての年で学んだこと
尾 浴 千 尋
．はじめに
私が教員を目指したのは、中学生のときに出会った恩
師に影響を受けたためである。その先生は、部活動の顧
問の先生で、百人近くいた部員をまとめ導いてくださっ
た。それほど多数の部員がいたにも関わらず、先生は一
人一人の学年やクラス、名前は言うまでもなく、性格や
人間関係、家庭状況をもすべて把握しておられた。それ
だけではなく、授業の準備やその他の仕事も多くあるは
ずだったのに、部活中は職員室には戻らずにずっと部活
動の指導をしてくださり、毎日一回ずつは私たち部員全
員に必ず話しかけに来てくださった。こんなにも私たち
生徒のことを考えてくださる先生は、他にはいない。私
もこんな先生になりたい。気が付けばそう思うようにな
り、将来は教員になりたいと漠然と考えるようになっ
た。
そして大学に入り、教育実習を経験した。実習中に出
会った生徒たちに、「絶対に先生になってね。」「採用試
験、頑張ってね。」といった言葉をもらった。その言葉
を受け、夢を応援してもらえるということはとても素晴
らしいと改めて感じた。同時に、今度は私が夢を追いか
ける子どもたちを応援したいと強く思うようになり、そ
れができる教員という職に就こう、と決心した。
一人一人の生徒としっかり向き合い、関係づくりがで
きる教員を理想とし、少しでも近づくことができるよう
に、新任教員としての一年を過ごした。以下より、私が
経験したこの一年について述べていきたいと思う。
．学校生活
（）学校について
私は、大阪府堺市の公立中学校で月より勤務をして
いる。比較的小規模な学校であり、学年がクラスま
たはクラスである。私の出身中学校は学年が	クラ
スまたはクラスであったので、生徒の少なさに驚い
た。生徒が少ない分、教員も少なく、校務分掌の一人あ
たりの割り振りも大規模校より多いようである。
学校において、私は学年会計、時間割作成、保健環境
委員、学校行事の企画運営の仕事を割り振られている。
特に学年会計の責任は大きく、学校徴収金の管理とその
滞納者への請求、諸費の支払いと決算報告が主な仕事で
ある。お金を管理するうえでは、間違いが許されないた
めとても神経を使う。計算が合わないというのも大きな
問題であるので、数字が合うまで初めから何度も計算を
やり直すということも少なくない。慣れない会計の仕事
に時間がかかってしまい、まだまだ作業効率は悪い。会
計の仕事以外でも言えることではあるが、他にもすべき
ことが多くあるので、素早く正確に作業をする力は教員
にはかなり必要であるということを痛感した。そんな中
で救いになったことは、大学時代にコンピュータ操作の
勉強に力を入れていたことである。会計の仕事は Excel
をよく使用するが、大学でコンピュータ実践の講義を履
修していたことや、MOS対策を独学で進めていたこと
もあり、コンピュータ操作ではまだ困ったことがない。
効率よく作業を進めるためにはコンピュータ操作の能力
が必要不可欠であることも実感した。
このように生徒とかかわること以外の仕事も多くある
学校現場であるが、どのような仕事でも共通して重要な
こととして、私が勤務する学校でよく言われていること
は「報連相確確」である。これは、一般的にいう「報連
相」の報告、連絡、相談に加えて、そのあとに自分自身
の目と、第三者の目とで
回以上は必ず確認をしなけれ
ばならない、という意味である。
まず、報告、連絡、相談についてである。他の先生方
からの報告などを聞くたびに「こんなに小さなことを報
告する必要があるのだろうか」と思うことが初めは多
かった。そのために私自身が生徒の指導をしたときに
「これくらいのことなら別に報告する必要はないだろう」
と決めつけてしまい、報告しなかったことがある。しか
し、後々になって事が大きくなっており、多くの先生に
ご迷惑をかけてしまった。先生方への報告、連絡、相談
だけではなく、保護者の方へのそれも同様である。学校
の体制として、指導した生徒にはその日のうちに指導理
由と内容を必ず電話や家庭訪問で連絡をしている。その
原因が生徒同士の些細なけんかであっても双方に連絡を
入れている。そのことにも驚いたが、保護者との良好な
関係をつくるためにも有効であるそうである。
次に、確認についてである。授業で使うプリントを急
いで作ったときに、文字を何度も打ち間違えていたこと
があった。指導教諭の先生にそのプリントを見ていただ
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いたときに間違いを指摘され、「これを生徒に配ったら、
間違えて覚えてしまう。生徒のからの信頼も保護者から
の信頼も失ってしまうかもしれないので、しっかりと確
かめなければならない」とお叱りを受けた。それ以降、
どれだけ急いでいるときでも確認をする作業は必ずする
ように心がけている。
（）生徒について
私は、第学年の副担任をしている。この学年には幼
い生徒が非常に多いように思う。それは良い面も悪い面
もある。良い面としては、授業での発言を積極的にする
生徒が多いことや、初対面でも話しかけに来てくれる生
徒が多いことが挙げられる。しかし、悪い面としては、
授業の50分が集中できない生徒、その場その場で自分が
思ったことをすぐに口に出す生徒、他人のことを考えら
れない生徒、不満なことがあれば暴言や暴力で発散して
しまう生徒も多いということである。悪い面での幼さが
出てしまう生徒をよく観察していると、心のどこかで寂
しさを感じているのではないかと思う。保護者からの愛
情が不足していたり、友人とうまくいっていなかったり
といったことがそのような幼い言動に現れているようで
ある。
学校生活への慣れから、
学期中ごろになると徐々に
学年全体が落ち着かなくなり、授業が成り立たなくなる
日が続くようになった。生徒との関係も悪くなり、毎日
悩んだ。そのときに学年主任の先生に「もっと生徒と向
き合いなさい。生徒に嫌なことを言われたから、言うこ
とを聞いてくれないようになったからといって逃げてい
てはいけない」という言葉を頂いた。それまでの生徒へ
の接し方を振り返ってみると、確かに生徒と関わる時間
を大切にできていない自分に気づかされた。それと同時
に、自分が理想とする教員像である、「一人一人の生徒
としっかり向き合い、関係づくりができる教員」と、自
分の今ある姿とはかけ離れていることに気づいた。これ
ではいけないと思い、その日から、生徒が感じている寂
しさに気づくように心がけ、積極的に生徒に話しかけに
行くようにした。どんなに嫌なことを言われても、暴力
を受けても諦めずに話しかけた。できるようになったこ
とはすぐに褒めるようにもした。まだ生徒との関係づく
りは完璧とは言えないが、その積み重ねの甲斐があって
か、生徒との関係は徐々に良好になりつつあるのではな
いかと思う。自分から積極的に生徒に関わり、とことん
生徒と向き合うようにする努力は今後も続けていきたい
と考えている。
．教科指導
（）英語科の授業について
私は、「生徒全員が積極的に英語を使おうとすること
ができる授業」を目指している。そのために、全員で英
文を発音する時間や英語を話す活動をする時間を毎回確
保するようにしてきた。また、できるだけ生徒の発言を
引き出すため、発問を多く取りいれるようにも心掛けて
いた。授業での活動は比較的多くの生徒が参加し、英語
を話している生徒も多かった。しかし、定期テストの採
点をすると、予想していた点数に全く到達できていな
かった。生徒たちも英語のテストで点数が取れないとい
うことで、英語に関心を持つ生徒も徐々に減ってしま
い、結果として授業に参加しない生徒も増えてしまっ
た。授業に参加しないと学習内容が全く理解できておら
ず、いざ学習に取り組もうという気持ちになっても、授
業でしていることが何もわからないので何をしたらよい
のかが分からない、という悪循環を生んでしまった。こ
のことに関しては、私自身の最大の反省であり、大きな
挫折を味わった。
何とか現状を変えようと、英語科の先生だけではな
く、他教科の先生にも相談をし、さまざまなアドバイス
を頂いた。第一に、教員自身は自分の得意な科目を教え
ているが、授業を受ける生徒は得意でない生徒の方が多
い。そのことを常に念頭に置き、授業内では、答えが分
かり切っていて誰でもできる活動を一つは取り入れる工
夫をする。第二に、生徒が集中できる時間はせいぜい15
分と考え、説明はその時間内に済ませる。そのあとは声
を出したり、教室内を動いて活動できる時間を取り入れ
たりして、生徒が苦痛に感じないように工夫をする。第
三に、目標と授業の流れ、今何をしているのかが明確に
なる板書をし、授業の途中でやる気になった生徒が参加
できるように工夫をする。第四に、生徒のどの点を誉め
るかを常に考えながら授業をする。頂いたアドバイスを
もとに主に以上の点に留意して、授業をするようにして
いる。先ほど述べた事態に二度と陥らないように、今後
も授業づくりを研究していきたい。
（）授業見学で学んだことについて
授業がない時間は他の先生の授業を見学させていただ
いている。また、研修などで研究授業を見学する機会も
多い。「この先生の授業は聞いていて面白い」と思う授
業には共通していることがいくつかあるように思う。そ
の点について述べたい。
まず、視聴覚教材を多用しているという点である。授
業内容に関連のある写真やイラストを見せたり、音楽を
流したりして、生徒の興味を引く工夫をしている。次
に、頻繁に生徒の名前を呼んで、一人一人との対話を大
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切にしているという点である。授業内でも生徒との関係
づくりを大切にしているのがとてもよく伝わってくる。
そして最後に、授業をしている先生が笑顔で楽しそうに
話をしているという点である。先生の表情が生徒にも伝
わり、教室全体が良い雰囲気になっている。
見学させていただいた先生のような授業に近づくこと
ができるよう、自分自身の授業づくりにも取り入れるこ
とを心掛けている。授業をつくる上で、自分の経験が少
ないことが大きな壁になっているように思う。そのた
め、ベテランの先生から勉強させていただくことが授業
力の向上の近道ではないかと考えている。その学びも、
今後も大切にしていきたい。
．部活動の指導
（）学校の部活動について
私の勤める中学校には運動部部、文化部部の計14
部がある。その中で、私は吹奏楽部の主顧問を担当して
いる。
小規模な学校であるだけではなく、部活動に所属して
いない生徒も多いため、どの部も部員数は他校と比べて
非常に少ない。部員の数が
，人しかおらず、活動を
続けることが難しい部もいくつかある。そんな中で人気
の部活は野外活動部である。野外活動部は週に回、
，
時間活動し、月に回、土曜日に学校外にハイキ
ングや登山に行っている。学校全体でみても塾や習い事
をしている生徒が大変多いため、部活動と両立しやすい
ということで人気なのである。私の担当する吹奏楽部を
含め、ほぼ毎日活動がある部活動では、塾や習い事をし
ている生徒はそれらを理由に活動を早退、または欠席を
しなければならない。そうなると、他の部員との関係が
悪くなり退部をする生徒がいたり、活動日にほとんどの
生徒が帰ってしまい全体での練習ができず自主練習にせ
ざるを得ない日があったりしてしまう。
私の出身中学ではほとんどの生徒が部活動に入り、ま
たどの部もほぼ毎日活動があるため、塾や習い事よりも
部活動を優先させている生徒が多かった。私自身も部活
動を一番に優先させていたので、勤める中学校の生徒
の、部活動の捉え方の違いに驚いた。そして、全員が参
加して当たり前という私の考え方と生徒の考え方との温
度差に、部活動経営の難しさを強く感じた。
（）吹奏楽部の指導を通して
私が吹奏楽部の主顧問を担当する前は、前任の顧問の
先生が年間、吹奏楽部を指導していた。活動にも力を
入れており、大会などで実績も残していたそうである。
部員たちもその先生を非常に慕っていた中での突然の転
勤であった。副顧問の先生も同時に退職され、それまで
の活動を見ていた先生は誰もいない状態で引き継ぐこと
となった。引き継ぐといっても、活動状況を全く知らな
いまま指導することとなったので、まず何から手を付け
てよいのかもわからなかった。その上、部員たちも前任
の顧問の先生から突然、見知らぬ教員に指導されるとい
うことで、初めは部員から相手にされなかった。途方に
暮れた私はどうにかして部活動を経営しようと、何人も
の他校の吹奏楽部の顧問の先生に部活動経営や指導法に
ついて聞いて教わった。部員との関係をつくるために、
生徒が悩み事を抱えて不安そうにしているときや部員間
でトラブルが起こるたびに、私なりにとことん生徒の話
を聞いた。その中では特に、部員間のトラブルの解決に
おいては様々な壁にぶつかった。
吹奏楽部は男子部員よりも女子部員が圧倒的に多く、
全体の部員数も30名を超えている。人が集まればその
分、トラブルやもめ事も多い。初めはどのような声掛け
をしてよいのかもなかなか掴むことができなかったが、
トラブルをいくつか経験していくうちに、原因が共通し
ていることが多いことに気づいた。最も多いのが、仲間
の陰口を言ってしまいトラブルに発展する場合である。
次に多いのが、後輩に対する先輩の厳しすぎる指導と先
輩に対する後輩の態度によってトラブルに発展する場合
である。いずれの場合も、不満に思っていることを本人
に直接伝えられないために問題になってしまうものであ
るので、自分の気持ちや意見を言葉に出して相手に直接
伝えることの大切さを、部員に理解させるように声をか
けている。
そうしていくうちに、次第に部の雰囲気もよくなって
きた。	月の大会では、部員が目指す賞をとることはで
きなかったものの、「大会の演奏はとても楽しかった。」
「先生と大会に向けて練習できてよかった。」と言ってく
れた。11月の年生の引退コンサートでは、サプライズ
で合唱をしてくれたり、メッセージと写真がたくさん詰
まった手作りのアルバムをプレゼントしてくれたりし
た。吹奏楽を学生時代に経験していたとはいえ、音楽の
知識は少なく、部活動の指導についてもまだわからない
ことも多いが、これまでの生徒への働きかけがそのとき
に返ってきたと思うと、今までに味わったことがない達
成感があり非常に嬉しかった。生徒と共に笑ったり泣い
たりできる素晴らしい部活動を持たせてもらっていて感
謝の気持ちでいっぱいである。今後は技術の向上を目指
して音楽の勉強にも力を入れていきたいと思う。
	．最後に
初任教員としての年で、私は特に生徒への積極的な
関わりの大切さを学んだ。そして、日々自分の生徒への
関わり方や指導の仕方を振り返り、反省点と今後の課題
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を見つけることがいかに重要であるかを考えさせられる
毎日であった。未熟さのために失敗を重ね、迷惑をかけ
てしまうことも多いが、一方で自分の働きかけによって
生徒が少しずつ成長していく姿を見ることができること
が嬉しく、そういった瞬間を経験するたびに、教員とい
う職を選んでよかったと思える。
自分が後輩の教員を指導する立場になるまでに、もっ
と多くのことを経験し、先輩の先生方から様々なことを
学ぶ姿勢を持ち続けたいと思う。そして自分の理想とす
る教員になれるよう、今後も努力していきたい。
最後になりましたが、教職に就くまでにサポートをし
てくださり、またこのたび、この文書を書くことを通し
て新任教員としての年を振り返る機会を与えてくださ
いました、教職教育研究センターの皆様にこの場をお借
りして御礼申し上げます。ありがとうございました。
（おさこ ちひろ・堺市内公立中学校教諭）
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